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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザーの舌及び顎が睡眠の間に弛緩せず、無
呼吸として知られる呼吸の中断を生じないことを保証す
るように補助する、自然な閉じた位置にユーザーの口を
保持し、睡眠時無呼吸を防止する方法を提供する。
【解決手段】ユーザーの睡眠時無呼吸を防止する方法で
あって、閉じた状態でユーザーの顔の上唇と下唇を維持
すること；パッド１０内で透過部の上及び下に接着剤を
配置すること；前記閉じた状態でユーザーの顔の唇を維
持することと同時に、接着剤でユーザーにパッド１０を
貼り付けること；ユーザーの上唇及び下唇をパッド１０
で完全に覆うこと；上唇及び下唇がパッド１０に広がる
ことを防ぐこと；及び、パッド１０が鼻道を通じて呼吸
することを促し、ユーザーの上唇及び下唇の間を通じる
エアフローを防ぎ、ユーザーの舌が睡眠中に弛緩しない
ことを保証すること；を含む方法である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーの顔の上唇と下唇を閉じた状態に維持すること、
　パッドの透過部の上及び下に接着剤を配置すること、
　前記ユーザーの顔の唇を前記閉じた状態に維持すると同時に、前記接着剤でユーザーに
前記パッドを貼り付けること、
　前記ユーザーの上唇及び下唇を前記パッドで完全に覆うこと、
　上唇及び下唇が前記パッド内で開くことを防ぐこと、及び、
　鼻道を通じて呼吸することを促す前記パッドが、前記ユーザーの上唇及び下唇の間を通
るエアフローを防ぎ、前記ユーザーの舌が睡眠中に弛緩しないことを保証すること、を含
む、ユーザーの睡眠時無呼吸を防止する方法。
【請求項２】
　前記接着剤で前記ユーザーに前記パッドを貼り付けることは、前記ユーザーの上唇及び
下唇に前記パッドを貼り付けることである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ユーザーの顔の下顎及び上顎を閉じた状態に維持することを更に含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　自然な閉じた位置に前記ユーザーの上唇及び下唇を前記パッドが保持することを更に含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザーの舌が睡眠中に弛緩しないことを保証することを更に含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザーの上唇及び下唇を前記パッドで覆うために半固定シールを形成することを
更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザーの上唇及び下唇をパッドで完全に覆うこと、
　前記ユーザーの頬を前記パッドで覆うこと、
　前記パッドが、鼻道を通じて呼吸をすることを促し、前記ユーザーの口を通過するエア
フローを防ぐこと、
　前記パッドが前記ユーザーの口の外側全体にとどまること、
　前記パッドが前記ユーザーの口を自然に閉じた位置に保持すること、
　前記ユーザーの舌が睡眠中に弛緩しないことを保証すること、
　前記ユーザーの下顎が睡眠中に弛緩しないことを保証すること、及び、
　前記ユーザーの口を前記パッドで覆うための半固定シールを形成すること、を含む、ユ
ーザーの睡眠時無呼吸を防止する方法。
【請求項８】
　接着剤で前記ユーザーの下顎に前記パッドを貼り付けること、及び、
　前記ユーザーの口を前記パッドで覆うこと、を更に含む請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザーの上唇及び下唇を閉じた状態に維持すること、
　パッドの透過部の上及び下に接着剤を配置すること、
　前記ユーザーの上唇及び下唇を前記閉じた状態に維持すると同時に、前記接着剤で前記
ユーザーの唇に前記パッドを貼り付けること、
　前記ユーザーの上唇及び下唇を前記パッドで覆うこと、
　前記パッドが、鼻道を通じて呼吸を促し、ユーザーの上唇及び下唇の間を通るエアフロ
ーを防ぐこと、
　前記パッドが前記ユーザーの上唇及び下唇を自然に閉じた位置に保持し、前記ユーザー
の舌が睡眠中に弛緩しないことを保証すること、及び、
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　前記ユーザーの口を前記パッドで覆うための半固定シールを形成すること、を含むユー
ザーの睡眠時無呼吸を防止する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、睡眠の間に人が装着するようにデザインされたフェイスマスクに、さらに具
体的には、ユーザーの口と唇とを覆うように構成された睡眠マスクに関する。本発明は、
健康な呼吸パターン、特に、睡眠時無呼吸を誘導しない呼吸パターンを強化すること、な
らびに鼻道を通じた呼吸の作用を促すことに向けられている。
【背景技術】
【０００２】
　時折、軽度から重度の睡眠障害にかかる個体もあることが知られている。ある個体では
、単に、眠りにつくこと、またはおそらくは眠ったままでいることが困難であるが、その
他の個体は、一貫した健康な呼吸のパターンを維持することが困難である。睡眠時無呼吸
に罹った個体は、２０秒以上になる場合もある、呼吸の中断または断絶があることが知ら
れており、ある場合には、無呼吸は数分間続く場合もある。無呼吸は、その個体にとって
、眠気、被刺激性、記憶保持困難、不完全な睡眠周期、反応時間の遅れ、日中の倦怠感、
さらには視覚障害におよぶ種々の問題を生じ得る。
【０００３】
　さらに、睡眠時無呼吸は、最初に見抜くことが難しい場合があり、また効果的に処置す
ることが困難である場合もあることが知られている。睡眠時無呼吸に罹患している個体は
、夜間を通じて無呼吸を経験していることに気付かず、翌日の眠気が何のせいで生じてい
るのか気付かない場合が多い。一旦正式な睡眠の研究を行えば、睡眠時無呼吸の診断を行
うことができる。
【０００４】
　診断後の処置には、ライフスタイルの変化、投薬及び行動療法を含むことが多い。さら
に、ある場合には、ＣＰＡＰ（持続的気道陽圧法：Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｏｓｉｔｉ
ｖｅ　Ａｉｒ　Ｐｒｅｓｓｕｒｅ）デバイスを用い、かつスプリントを使用して、睡眠の
間に、より健康な呼吸及び呼吸パターンを促進し、助長してもよい。しかし、これらの処
置の多くは、補助することが可能で、ある場合には、手術の必要性を潜在的に排除し、睡
眠時無呼吸の全体的な処置に対する投薬及びライフスタイル変化の有効性を増強し得る外
部デバイスによって不必要にされる場合がある。このようなデバイスは好ましくは、理想
的な呼吸安静姿勢を促進するように個体の唇と顎を正しい位置に置き、この個体が鼻道を
通じて吸入及び吐き出すことを促進し、これが睡眠時無呼吸の予防を補助する。
【０００５】
　従って、鼻道を通じた呼吸を促進し、睡眠時無呼吸の処置及び予防を補助するために、
リラックスした、閉じた状態にユーザーの顔の唇及び顎を外側で維持し得るデバイスが必
要である。
【０００６】
　特許文献１（２００２年１２月１７日にＧｅｏｒｇｅ　Ｋｕｌｉｃｋが出願）は、マウ
スピース及び配管（ｔｕｂｉｎｇ）についてである。Ｋｕｌｉｃｋは、睡眠障害を解決す
ることを企てるという点で本発明と同様である。しかし、Ｋｕｌｉｃｋは、マウスピース
の技術者を使って、ユーザーの口の中及び周囲に適合させるが、本発明は、ユーザーの口
に対して完全に外側のままであるように設計する。
【０００７】
　特許文献２（２００８年１１月１８日にＣｈｉｐｐ　Ｍｉｌｌｅｒが出願）は、「いび
き及び／または睡眠時無呼吸のための配管ベースのデバイス（ｔｕｂｉｎｇ　ｂａｓｅｄ
　ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　ｓｎｏｒｉｎｇ　ａｎｄ／ｏｒ　ｓｌｅｅｐ　ａｐｎｅａ）」
と題された呼吸強化デバイスについてである。Ｍｉｌｌｅｒは、同様に睡眠時無呼吸の問
題に取り組んでいるが、好ましくはパッド及び組み込まれたメッシュの穿孔を用いてエア
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フローを管理する本発明とは異なり、追加の配管を使用して呼吸を管理する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６，４９４，２０９号明細書
【特許文献２】米国特許第７，４５１，７６６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、ユーザーの舌及び顎が睡眠の間に弛緩せず、無呼吸として知られる呼吸の中
断を生じないことを保証するように補助する、自然な閉じた位置にユーザーの口を保持し
、睡眠時無呼吸を防止する方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、ユーザーの顔、すなわち頬、唇、及び／または顎に対して本発明をしっかり
かつ、かつ一時的に固定するための、３Ｍ（登録商標）Ｍｅｄｉｐｏｒｅ（登録商標）と
同様の構築物である、紙のように薄く、穴あきのシリコーンまたは布パッドに固定された
、ある形態の低刺激性の接着剤を使用する。本発明の睡眠補助は、ユーザーの唇を閉じて
保持して、鼻道及び鼻孔を通じた呼吸を増強するようにデザインする。
【００１１】
　薄いメッシュまたは円筒チャネルからなる透過部は、本発明の接着剤のすぐ上または間
に位置し、この透過部が、使用の間にユーザーの口を覆うかまたはすぐ上にあるように配
置される。この透過部によって、ユーザーの鼻道がブロックされ、ユーザーがその口を通
じた呼吸を強制するという事象では、口を通じた呼吸のための別のチャネルが提供される
。
【００１２】
　本発明のパッドは好ましくは、ユーザーの顔の形状に適合し、使用の間にユーザーの口
を覆う半固定シールが得られるように構成される。このシールは完全に気密である必要は
ないが、睡眠の間のユーザーの口を覆う制限によって、呼吸のためにユーザーの口の使用
を制限することが補助される。
【００１３】
　本発明が、ユーザーの顔に適切に配置され、固定されるとき、ユーザーの呼吸は導かれ
、したがって、口を通じるのではなくユーザーの鼻道を通じて流れることが促進された。
この方法の呼吸を通じて、ユーザーが睡眠時無呼吸に罹患する可能性が低くなる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、前面からみた本発明を示す。
【図２】図２は、背面からみた本発明を示す。
【図３】図３は、円筒を示している、本発明の別の実施形態を示す。
【図４】図４は、本発明の接着剤の別の位置を強調している、本発明の代替的な実施形態
を示す。
【図５】図５は、本発明のパッドの形状のバリエーションを詳述する本発明の代替的実施
形態を示す。
【図６】図６は、前面からみた本発明の第一の好ましい実施形態を示す。
【図７】図７は、本発明の層を詳述する、本発明の好ましい実施形態の断面の側面図を示
す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明は、睡眠の間にユーザーの顔に装着するように構成された睡眠マスクである。本
発明は好ましくは、紙のように薄い布、シリコーンシート、織られた紙、または同様の柔
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らかい材料であるパッド（１０）からなる。好ましくは、柔らかく可塑性のパッド（１０
）の構築物のおかげで、パッド（１０）の好ましい実施形態は、伸展性であって、伸展さ
れた場合でも十分に、壊れることも穿刺されることもないほど強いことが想定される。パ
ッド（１０）は、前面（２０）、及び背面（３０）を有する。パッド（１０）の中心で、
透過部（４０）は、空気にとって制限されたチャネルを通過させるために存在する。透過
部（４０）は好ましくは、直径で半インチ以下の小ささであるが、好ましくは直径で四分
の一インチに近く、図３に示されるように、小さい中空の円筒で具現化されてもよい。し
かし、本発明の好ましい実施形態によって使用される透過部（４０）は、図１及び図２に
示されるように、メッシュのガス透過部性のファブリックであり、ユーザーの鼻道が詰ま
り、口を通る別の呼吸が必要となる事象において、空気のための狭窄された代替的通路を
もたらす。本発明の好ましい実施形態は、好ましくはパッド（１０）の全表面積を包含す
る、メッシュ層（７０）を使用する。
【００１６】
　パッド（１０）の背面（３０）に、パッド（１０）を一時的に皮膚に結合するのに十分
強力かつ耐水性であり、好ましくは皮膚を刺激することもなく、皮膚に粘着性の残留物を
残すこともない、従来の接着剤でコーティングされた接着層（５０）を設ける。接着剤（
５０）は、図２に見ることが可能で、パッド（１０）の背面（３０）を横切る斜線の細い
線で示される。接着剤層（５０）の接着剤は好ましくは、本発明の好ましい実施形態では
透明であるが、パッド（１０）の背面（３０）と前面（２０）との間をユーザーが容易に
識別することを助けるために、この接着剤にわずかな着色を行ってもよいことが想定され
得る。接着層（５０）は好ましくは、ユーザーが汗をかき始める事象でさえ位置を維持で
きる。さらに、本発明の接着剤層（５０）の接着剤は好ましくは、非毒性であり、理想的
にはシリコーンベースである。接着剤層（５０）上の接着剤は好ましくは、この接着剤が
ユーザーの唇及び／または口と接触するように配置されるので、この接着剤が非毒性であ
ることは重要である。本発明の接着剤は、本発明をユーザーの上唇及び下唇及び顎に固定
することを意図している。本発明の接着剤層（５０）は好ましくは、透過部（４０）の境
界の周囲一帯に配向され、パッド（１０）の背面（３０）の表面積にまたがって広がる。
本発明のパッド（１０）の丸いわずかに長方形の形状は、図６に示されるとおり、理想的
な位置でユーザーの顔に対して本発明の完全な接着を提供するが、四角い形状のパッドは
、好ましい位置におかれた場合、安定でないことが見出されている。
【００１７】
　本発明のいくつかの実施形態は好ましくは、開放タブ（６０）を設けられる。開放タブ
（６０）は好ましくは、パッド（１０）の左側または右側に配置されて、接着剤はない。
開放タブ（６０）は、睡眠のセッションが終了した後にユーザーの顔から本発明を取り外
すことを容易にするようにデザインされている。開放タブ（６０）を用いるためには、ユ
ーザーは、単純に開放タブ（６０）を引き抜き、ユーザーの顔から外し、これによってパ
ッド（１０）がユーザーの顔から迅速かつ容易に剥がされるようにする。
【００１８】
　本発明のいくつかの実施形態では、接着剤（５０）は、本発明のパッド（１０）の背面
（３０）の全体を覆う。本発明の接着剤層（５０）を好ましくは、接着剤裏張り（８０）
、例えば、ワックス加工紙または透明なプラスチックの小片で覆って、使用時点まで、接
着剤層（５０）を透明かつ無菌に保持する。同様に、小さい口または顔のためにサイズ決
めされたものなどの、本発明のいくつかの実施形態では、本発明の接着剤層（５０）はま
た、透過部（４０）を包囲してもよいし、または透過部（４０）と接触してもよいし、ま
たは本発明の透過部（４０）の部位に極めて近くなってもよい。接着剤層（５０）の接着
剤はまた、粘着性の残留物をわずかから全く残さないように作られており、睡眠セッショ
ンの期間中に持続してユーザーの顔上の安定な位置を保持できる。図６及び図７は、本発
明のこれらの実施形態を最高に示す。図６に示される実施形態は、本発明の最小限バージ
ョンを用いたいと思う、顔の毛のない個体での使用に最適である。
【００１９】
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　本発明は、パッド（１０）で用いられる紙のように薄いか、及び／または紙のような布
の強度及び剛性に起因して、ならびに本発明に使用される接着剤の有効性に起因して、睡
眠セッションの期間中にユーザーの唇及び顎にしっかり固定したままであるか、または唇
及び顎の上を覆ったままであることが可能である。本発明が装備されている接着剤層（５
０）及びパッド（１０）は、好ましくは、低刺激性であり、かつ無菌の容器中で使用時ま
で保持されることが注目されるべきである。本発明はまた、よごれ及び他の汚染がパッド
（１０）の無菌性を損なわないことを確実にするために、無菌で、好ましくは、従来のガ
ーゼ付き絆創膏と同様に、プラスチックまたは紙の封筒中に保持されてもよい。このよう
な封筒は、接着剤裏張り（８０）を置き換えてもよいし、または接着剤裏張り（８０）に
追加であってもよい。
【００２０】
　本発明の別の実施形態は、透過部（４０）のサイズに対するバリエーションを含んでも
よい。例えば、肺の容量が大きいユーザーに関しては、本発明の透過部（４０）の標準サ
イズは、小さすぎる場合があり、このせいで、個体の鼻道が本発明のユーザーの使用中に
ブロックされる場合、酸素欠乏からその個体の失神を生じる。したがって、本発明のいく
つかのバージョンは、大きい直径を有する透過部（４０）を装備されてもよいし、または
透過部（４０）がメッシュスクリーンである場合、このスクリーンは、もっと大きくても
よいし、またはわずかに大きいエアフローを可能にするために追加の小さい穴を装備され
てもよい。
【００２１】
　同様に、本発明のパッド（１０）は、顔の全ての形状及びサイズに適合するように、種
々のサイズで利用可能である。パッド（１０）の「ワン・サイズ・フィッツ・オール（ｏ
ｎｅ－ｓｉｚｅ－ｆｉｔｓ－ａｌｌ）」サイズは、ほとんどの個体に適切に機能する可能
性が高いが、不規則な形状であるかまたはサイズである口または他の顔の特徴を有する個
体には、より大きいサイズが必要である場合がある。
【００２２】
　ユーザーの正面を向いた顔にヒゲがある場合は、本発明の接着剤層（５０）は、顔の毛
がないユーザーに配置する場合よりも有効性が低い。従って、本発明の別の実施形態は、
ユーザーの顔に対してパッド（１０）の安定な配置を容易にし得る、少なくとも１つの弾
性バンドを装備されてもよいことが想定される。弾性バンドは好ましくは、パッド（１０
）の側面に固定されて、ユーザーの耳の周囲またはユーザーの頭部の後ろの弾性バンドを
介してユーザーの顔にパッド（１０）を固定することによって適切に理想的な位置で、パ
ッド（１０）を保持し得ることが想定される。接着剤層（５０）の接着剤は好ましくは、
本発明の代替的な実施形態でやはり使用されるが、顔の毛は、接着剤が睡眠セッションの
期間中にユーザーの顔に固定したまま維持する能力を侵害する可能性が高いことが理解さ
れる。
【００２３】
　本発明のパッド（１０）の使用法は好ましくは以下のとおりである：第一に、ユーザー
は、顔の表面及び唇を石鹸と水できれいにし、次いでその表面を乾燥させる。第二に、ユ
ーザーは、接着剤から接着剤裏張り（８０）を取り除く。第三に、ユーザーは、ユーザー
の唇をわずかに内向きに回し込むか押し込んで、その唇及び顔に対する適用の際にパッド
（１０）中でわずかに可塑性の弛みを生み出す。第四に、ユーザーは、透過部（４０）が
口及び唇の中心となるように、パッド（１０）を配置する。パッド（１０）の底での輪郭
形成は、ほとんどのユーザーの顎の湾曲に近い強力な接着を確実にするように存在し、ま
た末端が顎に最も近くなるようにユーザーを向けさせることも補助する。ユーザーの顔に
対するパッド（１０）の透過部（４０）の配置は、呼吸のチャネルを提供したままで、唇
をできるだけ一緒に近く保持するように構成されている。これによって、ユーザーは眠り
について、本発明によって睡眠時無呼吸を防止する。覚醒の際、したがってユーザーは、
パッド（１０）の左側または右側に位置する開放タブ（６０）を引っ張って、ユーザーの
顔からパッド（１０）を取り外す。本発明の好ましい実施形態のパッド（１０）は、一回
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使用するためだけにデザインされ、次回の睡眠セッションでは新しいパッド（１０）と交
換されることが、好ましくは想定される。
【００２４】
　本発明を例示してきたが、種々の調整及びバージョンが、本発明の本質から逸脱するこ
となく実現され得ることが理解されるべきである。さらに、本発明は、上記の実施形態で
記載されるような、本発明に単に限定されるのではなく、さらに、本出願の範囲内の任意
のかつ全ての実施形態を含むことが理解されるべきである。
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